
１　企画内容の設定理由

筆者は、現在、錦江台まちづくり協議会福祉部会に所属し、活動している。錦江台まちづくり協

議会は「錦江台小学校区における身近な課題の解決や地域資源を生かした活動など地域主体のまち

づくりに取り組み、連帯感と活力に満ちあふれた地域社会づくりに資する」ことを目的に、平成30

年に設立された。

福祉部会は、「みんなで支えあい助け合うまち」「人にやさしく住みよいまち」を目指す姿とと

らえ、「諸福祉施設と連携し、福祉見守り活動や健康づくり活動の充実を図るとともに、近隣住民

が支え合う相互の気風を高め、要支援高齢者等にやさしく住みよいまち」を目指し、研修会や施設

見学、福祉マップの作成等の活動を行ってきている。

一方、当児童相談センターの目的の一つに、「地域社会のニーズに応え、地域社会へのサービス

に役立てること。」が明示されている。最も身近な地域社会のニーズにこたえ、地域社会と連携す

ることが、当児童相談センターの役割と考え、昨年度は、筆者が「心のバリアフリー」と題した研

修会を実施した。「みんなで支えあい助け合うまち」「人にやさしく住みよいまち」を目指すため

には、「自分とは違う条件を持つ人々がいること（多様性）、その人たちがどんな人でどんなこと

に困っているのか、お互いを知ろうとコミュニケーションをとりながら認め合って、共に暮らすこ

と」の理解が重要であることを理解してほしかったからである。

本年度の研修会を開催する当たり、部員等から、「この地域で、いわゆる発達障害のある子ど

もに接することがあるが、発達障害とは何か、どのように接したらよいかわからない」との意見

があり、本年度は、「発達障害のある子どもの理解と支援」についての研修会を実施することと

なった。

令和４年12月に公表された文部科学省の「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする

児童生徒に関する調査」結果では、通常の学級に在籍し、学習面又は行動面で著しい困難を示すと

された子どもたちの割合は、小中学校において8.8%となっている。これらの子どもたちが、社会の

一員として生活するためには地域住民などの発達障害についての理解が必要であり、より地域や社

会に積極的に参加できるようにするためには、支援の考え方が重要となってくる。
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２　研修会の実際

（１）日時

令和４年 10 月６日（木）18：00 ～ 19：30

（２）場所

錦江台小学校区公民館

（３）参加者

錦江台まちづくり協議会会員ほか約 40 人

（４）講師

鹿児島国際大学福祉社会学部児童相談センター相談員永冨大舗（鹿児島国際大学福祉社会学

部社会福祉学科講師）

（５）研修内容（永冨相談員の資料を一部抜粋）
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３　ホームページの内容（鹿児島国際大学のホームページより引用）

４　研修会を実施して

参加者の感想にもあるように、研修を通して、発達障害について理解し、発達障害のある子ども

のできることを見付け、良い面を伸ばし、支援していきたいという前向きな姿勢になってきたこと

は、一定の成果があったと考える。しかし、１回の研修会で全てが解決したのではなく、発達障害

の理解と支援の始まりである。発達障害に限らず、真に、「みんなで支えあい助け合うまち」「人

にやさしく住みよいまち」になるために、様々な研修を積み重ね、地域の方々が何かしらの行動に

移すことができればよいと考える。そのために、児童相談センターが積極的に資源を提供できるよ

うなシステムづくりが望まれる。
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10 月６日木曜日に、児童相談センターの永冨相談員が「発達障害の理解と支援」のテーマで、錦江台 まちづくり協議会との共催の

研修会を開催しました。近年、発達障害という用語はメディアや書籍等で広く知られるようになりました。それは地域も同様で、特別

な支援を必要とする子どもとして、保育所、学校、児童クラブ等でも見られることが増えてきています。一方で、特別な支援を必要と

する子どもや保護者が地域で生活していくためには、周囲の理解や支援を必要としています。そのためにも、地域住民が発達障害につ

いて正しい理解と支援方法を知ることは非常に重要になってきていることから、今回のテーマが設定されました。

研修会が開始された後、「発達障害という言葉を聞いたことがある人はいますか？」という相談員の質問に対して、全ての参加者が

手を挙がりました。その後、発達障害に関するクイズや診断されている著名な人たちの紹介から始まり、和やかな雰囲気で開催されま

した。普段、テレビで見聞きしている著名な人にも発達障害があることを知り、驚きの声があがっていました。また、発達障害である

自閉症スペクトラム障害、注意欠陥多動性障害、学習障害の特徴について、相談員が関わってきたエピソードなどを含めた具体的に説

明が行われると、参加者の方々からは頷きや驚きの表情などが見られました。 40 名近くの参加者が集まり会場は満席となったことか

ら、地域の方々のテーマに関する興味の高さが窺い知ることができました。

以下は参加者からの感想です。

■できない事に目を向けるのではなく、その子にできる事を一緒に見つけて伸ばしてあげようと改めて思いました。

■発達障害について、しっかり分かっていないところがありましたので、種類があることも分かり、 色々学ばせていただきました。支

援の必要があるときは、少しでも支援していけたらと思います。

■あらためて、障害について知ることができました。1人ひとりの個性として受けとめることが必要ですね。

■昔はあまり馴染みのなかった発達障害という言葉ですが、自分に子どもができてよく耳にするようになりました。よく耳にする割に

は詳しいことは分かっていませんでしたが、知識のない人にとってとっても分かりやすい説明で、非常に良い勉強になりました。

最後に、今回の研修会を開催した感想として、発達障害という用語を聞いたことがあっても正しい知識や理解が浸透していないよう

に感じました。身近になったからこそ、地域住民が正しい知識と理解を持ち、保護者や子どもを地域で支えることができる社会になれ

たらいいと思いました。そのためにも、今回のような研修会を継続して行っていきます。


